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大野川に見られるヒガタアシの生育状況について

熊本県立松橋高等学校 生物部森下 真伍 ・竹 原 尚希・松田 胡桃・地原あゆみ

動機と目的

-調合地点Cにおいて確認できた牛物は，シマヘナ

タリ (14)，ブトヘナタリ (13)，クロヘナタリ

(12) ，カワアイ (27)，ヘナタリ(-11)，ウミニナ，シオマネキ，ケフサイソガニ，アカテガニ，

ムツゴロウ，イシマキガイ (3)，カワザンショウの-種であったの

• C IおよびC2コドラード調合(へナタリ類伺体数)

→ Cl半均27.5個体 C 2 ljL陶29.211国外;

-調合地点A~Eのコドラー ド (50cmx 50cm)調合(ヘナタリ類例体数)および泥質

群落の様チ 種類・個体数
カワアイの大会d(ギ均) iJeの質最 比墓

殻尚(阻) 殻径(mm) (100凶) ih¥50u7J< 100ml 

ヒスfタアン跡地c クロヘナタリ 1jJワアイ8 3>\.~ 1>¥.3 H~.95g 1.:.135 

符集 カワアイ23 35.7 14.7 146.92日 1.319 

密集し冷い。 ヘナタリ4カワアイ 12:;;γ3 2品.1 11.2 142.2sg 1.150 

ヒガグアシな し。 カワアイ 6 35.9 14.3 155.62!l 1.072 

手持集 ツプカワザンシ，1ウ16 137.631{ 1.100 

ヨシR・I''i事。¥!f;:¥lしないれ jJワアイ 6 35.1 15.1 J.17.8!lg 1.215 
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4 考察

群絡は17か所線認でき，大きいもので、はl庄径10mもあったの 1年間で 1m分布を拡げるのであれ

ば，侵入は10年前かもしれない。また，群落はMIIから松崎橋の千前までランダムに点在しており，

下潮時には下潟が比える場所にあったc おそらく，種子で拡大範凶を広げ群絡を増やしたと考えら

れるc 調合地点Cでは，干潟の底小.今.物が多数見られたc ヒガタアシ群落内に観察されたことは，

冠水しない場所を好んで生息しているのかもしれない。最も多く比られたカワアイの大きさを測定

したところ，地点A，B， C 2， Eは図鑑の航とほぼ一致していたが，地点Clだけは他より殻高

は10mm程小さかったう群絡の密度やH陰が泥の栄養分などに関係しているかもしれない。 泥の'tf

f止は地点C2が他に10g ほどの差をつけて最もλきかった。ヒガタアシ群落内の木分拡が少ないこ

とが考えられるれ最も質量が小さかった地点Dは， ヒガタアシを観察した巾ではひどく密集してい

た。ヒガタアシが密集して年えることは干潟の乾燥を促す可能性があり，底fJ:fJ:物のftで.息環境を奪

う要凶になっているのかもしれないc
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